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⑤　延勝寺跡

周辺調査位置図（上）・第２面遺構配置図（下）

　『延勝寺跡・岡崎遺跡』報告 2014-1

平安時代後期・末期から鎌倉時代にわたる２時期

の整地層を検出し、下の整地面で木枠組井戸や礎

石据付穴とみられる土坑が検出されている（矢印）。

尊勝寺伽藍復元図
『京都府遺跡調査概報』第 23 冊　1987 年

➅・⑦　尊勝寺跡

尊勝寺西塔跡の地業（北東から）　『昭和 59 年度京都市埋蔵文化財調査概要』

西塔北側で検出した地業は大きな石材を大量に埋め込むもので、法勝寺八角九重塔の地業と共通する。

尊勝寺阿弥陀堂跡（西から）　『六勝寺跡発掘調査概要』1978 年

巨大な建物を支えた礎石の据付穴が検出されている。
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尊勝寺阿弥陀堂・西塔の調査位置図
　『昭和 59 年度京都市埋蔵文化財調査概要』

尊勝寺阿弥陀堂復元図　『白河街区跡・尊勝寺跡・岡崎遺跡』イビソク　2015 年

冨島義幸氏による。



尊勝寺観音堂跡（南東から）　『京都府遺跡調査概報』第 23 冊　1987 年　

建物の身舎、廂、回縁柱列が検出されている。外側には石組の雨落溝がめぐるが、南面中央は外側に張り出し、階段があっ

たと推定される。建物基壇は亀腹とされる。

⑨　井戸移築

尊勝寺五大堂跡（南から）　『昭和 61 年度京都市埋蔵文化財調査概要』

建物の南東隅が検出されている。雨落溝の両肩には自然石が平坦面を上にして並べられる。残存する礎石２基は南面外

廂のもの。基壇は亀腹状と推定され、高さ約 40 ㎝残存する。
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⑧　尊勝寺跡

尊勝寺の北側で見つかった石組井戸の断面（北から）　『昭和 57 年度京都市埋蔵文化財調査概要』　

上半部の石組はラッパ状に広がる。下半部は方形木枠組で底に曲物を据える。院政期を代表する井戸として、半裁した後、

南半分を取り上げて当地に移築された。

法勝寺八角九重塔出土遺物　『京都市内遺跡発掘調査報告』平成 22 年度


